
小林 ひとみ  

質問の件名及び質問の要旨（質問時間） 答弁を求める者 

１ 高齢者が安心して暮らせる取組を   （４０分） 

 

わが国は２００７年に国民の 4人に 1人が６５歳以上となり、超

高齢社会に突入しました。今後も総人口における高齢者の割合は増

加し続け、２０３７年には国民の 3人に 1人が、２０７０年には約

２．６人に 1人が６５歳以上になると推定されています。（国立社

会保障・人口問題研究所 日本の将来推計人口/令和 5年推計）。 

また、長寿化や核家族化、未婚化などの影響で、６５歳以上の一

人暮らしや、高齢者のみの世帯が急増しています。 

高齢になることで、心身の機能の衰えが進み、多くの問題を生じ

やすくなり、社会からの孤立感を抱きやすくなります。こうしたこ

とから、将来に対する不安を抱えていても、誰に相談してよいのか

分からず、悶々とした日々を過ごしている高齢者の方もいます。 

長年にわたって社会の進展に寄与し、豊富な知識と経験を有して

いる高齢者が、生きがいをもって健康で安心して生活を送ることが

できるよう、社会全体で支えていく必要があります。 

高齢化が進むなかで、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続

けられるよう以下、質問いたします。 

 

（１） 単身高齢者及び高齢者のみ世帯への支援について 

（２） 認知症サポーターやオレンジカフェの活動状況について 

（３） 民生委員・児童委員の充足率や活動状況、課題について 

（４） 社会福祉協議会との連携について 

（５） 地域包括支援センターの相談体制や連携について 

（６） 緊急時通報システムの普及状況と課題について 

（７） 終活支援としての取組や、ご遺族を亡くされた際の支援コ

ーナーとしての「おくやみ窓口」の設置について 

（８） 高齢者の移動手段として利用の多いつるバス、つるワゴン

の利便性向上のための取組について 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


